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Ⅰ 研究について                               

１ 情報モラル教育に関しての本校の状況と課題 

（１） 児童と家庭 

    研究校としての実践に取り組むにあたり、本校の「情報モラル教育」の課題把握のため

「インターネットについてのアンケート」を実施した。アンケート結果より以下の課題が

挙げられる。 

   ① 自律的な活用実践 

     本校の７割以上の児童が、インターネット接続可能なスマートフォン・ゲーム機など

を所持している。児童自身が、タブレットやスマートフォンなど正しく、安全に利活用

するための方法を実践する必要性が高まっている。 

   ② インターネット利用状況把握の困難さ 

     学習以外にも家庭におけるＳＮＳ利用（LINE・ツイッター・インスタグラム・TikTok

など）や、YouTube などでの動画視聴でインターネットを利用する児童の割合が昨年度

よりも高くなっている。また、見るだけではなくＤＭ（ダイレクトメール）の機能があ

るため、不特定多数、他の人とのやりとりも可能になっている。「見ること」だけに特化

したＳＮＳはないため、より詳しい利用状況や実態の把握は困難になっている。 

   ③ インターネットの長時間利用による健康被害の可能性 

     休日におけるインターネット利用時間が、平日に比べて長くなっている。休日に２時

間以上利用する児童は３０％を超えており、昨年度と比較しても増えている。利用時間

については、今後も増えていくことが予測され、依存症や健康被害が出てくる可能性が

ある。 

   ④ 児童と保護者とのルール・約束づくり 

児童がインターネットを利用する際のルールがある家庭が８割近くになり、昨年度よ

り高くなっているが、未だに２割の家庭が具体的なルールや約束を児童と決めていない

のが現状である。 

（２） 学校 

① 低学年からの系統的な指導 

昨年度は、高学年への指導に偏ってしまう傾向があった。低学年から系統的に情報モ

ラル教育に取り組める指導体制の構築が課題である。低学年では、情報モラルについて

何をどのように理解させるのか検討し、指導していく必要がある。 

② 教科等横断的な指導 

昨年度は、道徳科や学級活動における情報モラルの指導が多かった。各教科における

情報モラルの指導（活用型情報モラル教育）についても教材研究・開発を進めていく。

さらに、教育課程上に「情報活用能力（情報モラルを含む）」の位置付けをし、来年度以

情報モラル教育 



降に反映させ、継続的に教科等横断的な指導を推進できるようにする。 

③ 保護者との連携 

情報モラル教育の必要性を周知し、意識をさらに高めていくために、ＰＴＡ行事等の

機会に児童と保護者が一緒に考える機会をもち、自分事だけではなく家族事であると捉

えることができるようにする。 

以上の状況・課題を踏まえ、教科としての「広がり」や学年の「広がり」、児童から児童と

保護者、家族への「広がり」など「広がり」を重視して、メディアリテラシーや情報モラルを

つなぎ、育て高めることを目標に設定した。昨年度に引き続き、医療創生大学の中尾剛教授

の指導を仰ぎ、テーマを焦点化することで本校職員全体でさらに指導力の向上を目指すこと

とした。 

 

２ 実践概要（授業実践、授業研究会等） 

時 期 実 施 内 容 

６月 ３日 

６月２４日 

７月 ７日 

 

９月 ２日 

９月１６日 

 

１０月１４日 

１１月２５日 

 

１１月２９日 

１月２０日 

２月 ７日 

○第１回 校内研修「各教科における情報モラルと e-learning の活用」 

○第２回 校内研修「情報モラルアンケートの結果について」 

○高学年児童と保護者対象の講演会 

 講師 医療創生大学 中尾 剛 様 

○ふくしま「未来の教室」授業充実事業 第１回地区別研究協議会で発表 

○第１回 校内授業研究会 第１学年 道徳科 

 指導助言者 医療創生大学 中尾 剛 様 

○第３回 校内研修「ふくしま情報モラル診断システム」先行運用について 

○第２回 校内授業研究会 第４学年 社会科 

 指導助言者 医療創生大学 中尾 剛 様 

○ふくしま教育創造コンソーシアムにて実践発表 

○第４回 校内研修「実践のまとめ」について 

○ふくしま「未来の教室」授業充実事業 第２回地区別研究協議会に参加 

 

Ⅱ 研究の実際について                            

１ 校内での実践等 

（１） 校内研修 

   ① 第１回 校内研修「各教科における情報モラルと e-learning の活用」 

     情報モラル教育を進めていく上で、実践活用できる資料や文部科学省における情報モ

ラル学習サイトなどの情報共有と「情報モラル学習サイト」の取り組み方について、職

員が実際に体験して研修を行った。その後、実際に情報モラルの学習後に活用した。 

 

  

 

 

 



   ② 第２回 校内研修「情報モラルアンケートの結果について」 

     本校児童を対象に実施した「インターネットについてのアンケート」の結果、分析の

報告と実態把握を行い、各学年で「情報モラル教育」に取り組む際の内容を検討した。

→教育課程上の「情報活用能力（情報モラルを含む）」位置付けの検討 

   ③ 第３回 校内研修「『ふくしま情報モラル診断システム』先行運用について」 

     「ふくしま情報モラル診断システム」の先行運用協力校に指定され、校内での試行を

実施した上で来年度より本格的に運用される内容の精査・意見の集約を行った。 

   ④ 第４回 校内研修「実践のまとめ」 

     令和４年度に実施した「情報モラル教育」の取り組みについて全体で共有し、来年度

の課題を把握した。 

（２） 高学年児童と保護者対象の講演会 

    講師 医療創生大学 教授 中尾 剛 様 

    講演 「情報モラルについて考えよう！～インターネットの危険から身を守るために～」 

    現代では当たり前になったスマートフォンは、日

常に欠かすことのない存在であり、肌身離さず持っ

ているスマートフォンの危険性や、大人が依存して

いる可能性があること、依存症による健康被害等に

ついて講演をいただいた。子どもだけがルールや約

束を守ればよいのではなく、親子や家庭で一緒に考

えていくことの重要性が説かれた。 

（３） 校内授業研究後の講話 

    講師 医療創生大学 教授 中尾 剛 様 

   ① 「ＩＣＴを正しく自律的に活用するための力とは」 

    ・ 「禁止、抑制、他律的」な教育から「創造、活用、自律的」な生き方につながる教育

への転換の必要性 

    ・ 情報モラル教育＋デジタル・シティズンシップ教育の考え方 

    ・ ＩＣＴ社会に通用していくための人材育成手法について（ＳＴＥＡＭ教育） 

   ② 「デジタル・シティズンシップ教育によるメディアバランス（健康的なメディア選択）

のアプローチについて」 

    ・ 使いすぎによる健康被害を防ぐために 

→時間管理・計画、機能制限、約束の明確化、健康的な体験の機会 

    ・ ルールづくりは「他律」から「自律」への転換の必要性 

      二つの講話に共通して、「自律」がキーワード    

になっていた。常に進歩・変化する情報社会を生  

きてく上で、多様な問題について子どもが主体 

的に考えることや利活用の抑制にとどまらない 

ポジティブな情報モラル教育を進めていく重要 

性について、教職員全体で学ぶことができた。 



２ 校内授業研究会での実践等 

（１） 第１学年 道徳科「みんなでルールを考えよう」（C（12）規則の尊重）の実際 

【授業テーマ】 

  自分や周りの人のことを考え、約束やきまりを守り、安全に情報機器を使おうとする態度 

を育てる授業 

学習内容・活動 授業の様子等 

１ 既習学習を話し合い、課題意

識をもつ。 

 

２ クイズに答え、情報機器を使

うときのマナーやルールがある

わけを考える。 

（１） 休日の利用方法について 

（２） 利用時間について 

（３） マナーについて 

（４） 公共の場での利用につい 

   て 

 

３ なぜマナーやルールがあるの

かを考え、発表する。 

 

４ これまでの自分を振り返る。 

 

５ 学習を通して、考えたことを

ワークシートに書く。 

 

 

 

 

10 月【学級活動】 

「コンピュータとなかよし」 

・ 家庭と話し合いながら、ル

ールづくりをした。 

○ 7 月の道徳科では、利用時間・利用場所での使用マナ

ーやルールについて確認し、段階を踏んで考えを深めな

がら学習することができた。 

○ 日常生活の具

体例を動画で見

ることで、児童

がマナーやルー

ルがある理由に

ついて、考える

ことができた。 

 

 

 

 

 

 

○ 情報機器を使用する本人・周囲の人の立場になって考

えることで、マナーやルールの存在意義に気付くことが

できた。 

○ 日頃の自分の生活を振り返り、マナーやルールの大切

さについて自分なりの考えをもち、実践意欲につなげる

ことができた。 

○ 家庭との連携をとり

ながらルールづくりを

し、実践してみてどうだ

ったか振り返りを行い、

安全に正しく使う姿勢

を育成することができ

た。 

  

道徳科・学級活動での学習を通して、家庭を巻き込んだ情報モラル教育を継続的に取り組むこと

ができた。 

マナーやルールは、自

分も相手も気持ちよく過

ごすためにあると思いま

す。 



（２） 第４学年 社会科「きょう土の伝統・文化と先人たち」の実際 

【授業テーマ】 

 適切に情報を判断・収集する方法を理解し、インターネット等を活用しながら、課題を解決

することができる授業 

学習内容・活動 授業の様子等 

１ 本時の課題を把握する。 

（１） 課題を把握する。 

（２） 調べる視点を確かめる。 

   ① どこから、どこを通っ

て水を引いたのか。 

   ② のべ何人関わったのか。 

   ③ 何年かかったのか。 

   ④ 誰が関わったのか。 

 

２ 課題解決する。 

（１） グループ活動で課題解決

する。 

（２） 全体で情報を共有し、工

事の困難さについて考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習の振り返りをする。 

（１） 学習のまとめをする。 

（２） 次時の予告をする。 

○ 国語科や道徳科、学級活動において教科等横断的に学

習してきた「出典」「情報の

比較」などの情報モラルに

関わる内容について確認

することにより、信頼性の

高い情報かどうか確かめ

ながら調べようとする意

識を高めることができた。 

 

○ グループ活動を取り入れたことで、複数ある情報の比

較など協力しながら、課題解決に向けて学習していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 今回の学習の中で、自分の情報活用（情報モラルを含

む）について振り返り、次の学習に向けて自分の課題を

把握することができた。 

 

 

導入で情報の信頼性について押さえることにより、出典を確認したり複数のサイトや資料を比

較したりして、インターネット上の情報の信頼性を確かめながら情報を活用し、課題を解決する

ことができた。 

 

違うサイトも調べて

みよう。 

→複数の情報を比較 

この資料とこのサ

イトに書いているこ

とは同じだよ。 

→情報の信頼性 



 

 
Ⅲ 成果と課題について 

１ 成果 

 ○ 講師の中尾剛先生には、授業参観・事後研究会での指導助言、教員対象の講話をいただき、

今後の情報モラル教育の在り方や取り組み方を教職員全体で学ぶことができた。 

 ○ ＰＴＡ教育講演会を通して、保護者と児童が共に学び、情報モラルについての意識を高め

ることができた。 

 ○ ２回の校内授業研究会を通して、低学年における情報モラルの方策や系統的・教科等横断

的な指導について研究を深めることができた。 

 ○ 情報モラルを含めた情報活用能力の育成に向けて、教員の意識が高まった。特に各教科等

や健康教育からのアプローチがあり、様々な担当・立場から情報モラル教育を意識した教育

活動が見られるようになった。 

  

２ 課題 

 ● 様々な教科において、系統的に情報活用能力（情報モラルを含む）を育成するにあたり、

教育課程に適宜位置付けたり、職員間で実践を共有したりするなど、次年度以降も工夫・改

善しながら継続的に取り組めるようにしなければならない。 

 ● 外部講師の講話等の「特別な１時間」の指導のみならず、各教科等と関連付けた「日常的

な指導」の積み重ねが必要である。継続的・効果的な情報モラルの指導ができるように、「活

用型情報モラル教育」を取り入れた授業を推進していく必要がある。 

 ● 保護者を巻き込んだ情報モラル教育を充実し、ＰＴＡ教育講演会などに加え、家庭でのル

ールづくりや振り返りなどに継続して取り組む必要がある。 
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